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法
に
お
け
る
「
経
済
」、
経
済
に
お
け
る
「
法
」（
１
）

―

ハ
イ
エ
ク
社
会
哲
学
再
訪―

楠　
　
　
　
　

茂　
　

樹

一　

は
じ
め
に

　

フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
（Steve F

leetw
ood

）
は
、
ハ
イ
エ
ク
（Friedrich A

ugust von H

（
１
）

ayek

）
の
思
想
を
そ
の
展
開
に
お
け
る
大
き
な
転

換
点
を
境
に
三
つ
に
分
類
し
、
各
々
「H

ayek I
」「H

ayek II

」「H
ayek III

」
と
呼
ん
で
い
る
（
２
）。H

ayek I

とH
ayek II

の
境
は
、
コ
ー
ル

ド
ウ
ェ
ル
（B

ruce C
aldw

ell

）
が
一
九
八
八
年
にH

istory of Political E
conom

y

誌
上
で
提（
３
）
起
し
、
開
始
さ
れ
た
有
名
な
「
転
換
」
論
争

（the H
ayek ’s transform

ation debate

）
に
い
う
転
換
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
計
算
論
争
（the socialist calcula tion debate

）
を
通
じ

て
ハ
イ
エ
ク
が
景
気
循
環
理
論
等
そ
れ
ま
で
の
経
済
現
象
に
対
す
る
均
衡
と
い
う
視
点
か
ら
の
理
論
分
析
へ
の
関
心
か
ら
、
非
均
衡
と
い
う

（
な
い
し
「
均
衡
へ
の
接
近
」
と
い
う
）
視
点
か
ら
の
自
生
的
秩
序
の
描
写
の
関
心
、
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、

H
ayek II

とH
ayek III

の
境
は
、
一
九
六
〇
年
の
『
自
由
の
法
（C

onstitution of L

（
５
）

iberty

）』
に
あ
る
と
す
る
（
６
）。
そ
れ
は
ハ
イ
エ
ク
が
経

済
的
問
題
か
ら
出
発
し
つ
つ
、
法
や
政
治
の
問
題
へ
と
社
会
哲
学
の
ウ
ェ
イ
ト
を
シ
フ
ト
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
著
作
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
抱
か
れ
て
い
る
ハ
イ
エ
ク
思
想
の
印
象
は
、
社
会
主
義
計
算
論
争
を
経
て
自
生
的
秩
序
論
へ
と
シ
フ
ト
し
た
時
期
に
お
け
る
著

作
、
具
体
的
に
は
共
産
主
義
や
ナ
チ
ズ
ム
と
い
っ
た
全
体
主
義
を
糾
弾
し
た
『
隷
従
へ
の
道
（R

oad to Serfdom

）』（
一
九
四
四
年
（
７
））
に
お
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け
る
ハ
イ
エ
ク
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
英
国
で
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
（
一
九
七
九
〜
一
九
九
〇
）
の
、
米
国
で
は
レ
ー
ガ
ン
政
権

（
一
九
八
一
〜
一
九
八
九
）
の
政
策
を
正
当
化
す
る
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
、
そ
の
支
持
者
た
ち
に
好
ん
で
引
用
さ
れ
た
著
作
で
あ
り
、
我
が
国

で
は
昨
今
の
規
制
緩
和
、
改
革
路
線
を
支
持
す
る
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
８
）。
そ
の
理
論
的
根
拠
は
、
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル

の
転
換
問
題
に
い
う
転
換
後
の
そ
れ
で
あ
る
。
一
般
的
に
抱
か
れ
て
い
る
ハ
イ
エ
ク
思
想
の
理
論
面
は
、「
社
会
に
お
け
る
知
識
の
利
用

（T
he U

se of K
now

ledge in Society

）」（
一
九
四
五
年
（
９
））、「
競
争
の
意
味
（T

he M
eaning of C

om
peti tion

）」（
一
九
四
六
年
（
亜
））、「「
自

由
」
企
業
と
競
争
的
秩
序
（«Free» E

nterprise and C
om

petitive O
rder

）」（
一
九
四
七
年
（
唖
））
な
ど
で
展
開
さ
れ
て
い
る
知
識
論
、
競
争

論
、
そ
し
て
自
生
的
秩
序
論
と
い
っ
た
経
済
面
に
お
け
る
ハ
イ
エ
ク
思
想
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
一
九
四
八
年
の
論

文
集
（『
個
人
主
義
と
経
済
秩
序
（Individualism
 and E

conom
ic O

（
娃
）

rder

）』）
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
阿
））。
す
な
わ
ち
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ

ド
の
分
類
に
お
け
るH

ayek II

で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
英
米
で
保
守
党
、
共
和
党
政
権
が
規
制
緩
和
、
撤
廃
路
線
を
進
め
る
中
、
ソ
ビ
エ
ト

や
東
欧
諸
国
の
経
済
、
政
治
体
制
が
崩
壊
し
、
そ
の
衝
撃
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
、『
隷
従
へ
の
道
』
執
筆
者
と
し
て
の
ハ
イ
エ
ク
が
注

目
さ
れ
、
そ
の
理
論
面
を
説
く
『
個
人
主
義
と
経
済
秩
序
』
を
中
心
と
し
たH

ayek II

が
、
ハ
イ
エ
ク
思
想
の
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
定

着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
イ
エ
ク
を
好
ん
で
擁
護
す
る
評
論
家
、
逆
に
ハ
イ
エ
ク
を
好
ん
で
批
判
す

る
評
論
家
は
、
い
ず
れ
もH

ayek II

に
い
う
ハ
イ
エ
ク
思
想
を
前
提
に
擁
護
し
た
り
、
批
判
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
思
想
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
そ
の
総
合
性
と
体
系
性
に
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
経
済
学
者
か
ら
は
経
済
学
者
と
し
て

扱
わ
れ
、
法
学
者
か
ら
は
法
学
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
政
治
学
者
か
ら
は
政
治
学
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
さ
ら
に
言
え
ば
、
科
学
哲
学
学
者
か

ら
は
科
学
哲
学
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
）。
こ
れ
ら
の
分
野
は
個
々
独
立
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
各
々
相
互
に
関
連
す
る
も
の
で
あ

る
（
哀
）。
ハ
イ
エ
ク
思
想
に
対
す
る
最
も
適
切
な
表
現
は
「
総
合
社
会
哲
学
」
と
い
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
の
中
核
に
あ
る
の
が
ハ
イ
エ
ク
思
想

で
最
も
重
要
な
概
念
で
あ
る
、「
自
生
的
秩
序
」
な
の
で
あ
る
（
愛
）。
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法における「経済」、経済における「法」（1）
　

本
稿
の
第
一
の
課
題
は
、
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
の
分
類
で
い
うH

ayek II

とH
ayek III

と
の
相
関
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
、
一
法
学
徒
と
し
て
研
究
に
従
事
す
る
立
場
か
ら
生
じ
る
関
心
と
し
て
、
ハ
イ
エ
ク
の
経
済
思
想
と
法
思
想
と
の
交
錯
に
焦
点
を
当
て

て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
考
察
か
ら
導
か
れ
る
具
体
的
問
題
（
実
定
法
上
の
そ
れ
に
加
え
て
、
政
策
面
で
の
そ

れ
）
へ
の
示
唆
を
試
み
る
予
定
で
あ
る
。
詰
ま
り
、
本
稿
は
ハ
イ
エ
ク
思
想
そ
れ
自
体
の
研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
応
用
の
研
究
で
も

あ
る
。
応
用
面
へ
の
足
が
か
り
を
作
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
稿
の
第
二
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
ハ
イ
エ
ク
の
経
済
思
想
と
法
思
想
の
両
者
を
同
一
の
書
で
扱
う
優
れ
た
文
献
は
い
く
つ
か
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
欧
文
で
は
バ

リ
ー
（N

orm
an P. B

arry

）
の
『
ハ
イ
エ
ク
の
社
会
哲
学
（T

he Social P
hilosophy of F. A

. H
ayek

）』（
一
九
七
九
（
挨
））
が
そ
れ
で
あ
り
、

和
文
で
は
嶋
津
格
の
『
自
生
的
秩
序
』（
一
九
八
五（姶
））、
江
頭
進
の
『
Ｆ
．Ａ
．ハ
イ
エ
ク
の
経
済
学
』（
一
九
九
九
（
逢
））
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
は

言
え
、
経
済
思
想
と
法
思
想
の
交
錯
に
の
み
特
化
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
営
み
で
あ
り
、
上
記
の
文
献
で

何
ら
か
の
言
及
が
あ
る
と
し
て
も
、
両
者
の
位
置
付
け
を
よ
り
ク
リ
ア
に
す
る
と
い
う
意
義
が
あ
ろ
う
し
、
思
想
面
の
考
察
か
ら
実
定
法
分

野
な
い
し
具
体
的
な
政
策
面
へ
の
示
唆
を
目
指
す
こ
と
で
、
議
論
の
新
規
性
を
付
け
加
え
た
い
（
葵
）。

　

以
下
、
次
章
で
は
、
ハ
イ
エ
ク
が
ル
ー
ル
へ
の
関
心
を
深
め
、
展
開
す
る
軌
跡
を
そ
の
著
作
か
ら
の
引
用
を
交
え
つ
つ
描
写
す
る
こ
と
と

す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
ハ
イ
エ
ク
思
想
に
お
け
る
「
法
」
と
「
経
済
（
茜
）」
の
交
錯
を
ま
と
め
つ
つ
、
一
部
批
判
的
に
そ
の
思
想
を
消
化
し
、
現
代
経

済
社
会
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
問
題
を
考
察
す
る
基
礎
的
考
え
方
を
模
索
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
現
代
経
済
社
会
に
お
け
る
イ
シ
ュ
ー
を
採
り
上
げ
、
前
章
ま
で
に
描
写
し
た
ハ
イ
エ
ク
思
想
及
び
考
え
方
か
ら
の
示
唆
を

導
く
。
具
体
的
に
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
、
競
争
政
策
等
を
取
り
上
げ
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
結
語
を
示
す
。

（663）
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な
お
、
本
稿
で
は
「H

ayek I

」「II

」「III

」
と
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
の
分
類
表
現
を
用
い
た
が
、
筆
者
は
ハ
イ
エ
ク
の
思
想
展
開
を
フ
リ
ー

ト
ウ
ッ
ド
の
よ
う
に
そ
の
方
法
論
的
特
徴
（
具
体
的
に
は
、
超
越
論
的
実
在
論
（transcendental realism

）
の
受
容
に
よ
る
「II

」
か
ら

「III

」
へ
の
変
容
（
悪
））
か
ら
論
を
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
（
そ
の
点
に
つ
い
て
の
筆
者
の
フ

リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
存
在
し
な
い
）。
あ
く
ま
で
も
「I

」「II

」「III

」
と
い
う
表
現
の
利
用
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ

る
。
以
下
で
は
、
特
に
必
要
の
な
い
限
り
（
特
に
必
要
な
場
合
と
は
、
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
の
著
作
を
参
照
す
る
場
合
）、
こ
の
よ
う
な
分
類

表
現
は
用
い
な
い
こ
と
と
す
る
（
握
）。

注（
１
）　

本
稿
に
お
い
て
ハ
イ
エ
ク
の
文
献
を
引
用
、
参
照
す
る
際
、
以
下
の
略
記
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

 R
S …

T
he R

oad To Serfdom
 （1944
）

　
　
　

 SO
…

T
he Sensory O

rder （1952

）

　
　
　

 C
R

S …
C

ounter-R
evolution of Science （1952

）

　
　
　

 SP
P

E
…

Studies in P
hilosophy, Politics and E

conom
ics （1967

）

　
　
　

 N
S …

N
ew

 Studies in P
hilosophy, Politics and E

conom
ics （1978

）

　
　
　

 IE
O

…
Individualism

 and E
conom

ic O
rder （1949

）

　
　
　
　
　
　
　

嘉
治
元
郎
・
嘉
治
佐
代
訳
『
個
人
主
義
と
経
済
秩
序
（
全
集
３
）』（
一
九
九
〇
）

　
　
　

 C
L

…
C

onstitution of L
iberty （1960

）

　
　
　
　
　
　

気
賀
健
三
・
古
賀
勝
次
郎
訳
『
自
由
の
条
件
Ⅰ
：
自
由
の
価
値
（
全
集
５
）』（
一
九
八
六
）（C

L
 （1

）
と
略
記
）

　
　
　
　
　
　

同
訳
『
自
由
の
条
件
Ⅱ
：
自
由
の
法
（
全
集
６
）』（
一
九
八
七
）（C

L
 （2

）
と
略
記
）

　
　
　
　
　
　

同
訳
『
自
由
の
条
件
Ⅲ
：
福
祉
国
家
に
お
け
る
自
由
（
全
集
７
）』（
一
九
八
七
）（C

L
 （3

）
と
略
記
）

　
　
　

 L
L

L
 （1

）…
L

aw
, L

egislation and L
iberty vol. 1 （1973

）

（664）
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法における「経済」、経済における「法」（1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島
鈞
次
・
水
吉
俊
彦
訳
『
法
と
立
法
と
自
由
Ⅰ
：
ル
ー
ル
と
秩
序
（
全
集
８
）』（
一
九
八
七
）

　
　
　

 L
L

L
 （2

）…
L

aw
, L

egislation and L
iberty vol. 2 （1976

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
塚
慎
吾
訳
『
法
と
立
法
と
自
由
Ⅱ
：
社
会
正
義
の
幻
想
（
全
集
９
）』（
一
九
八
七
）

　
　
　

 L
L

L
 （3

）…
L

aw
, L

egislation and L
iberty vol. 3 （1979

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
茂
訳
『
法
と
立
法
と
自
由
Ⅲ
：
自
由
人
の
政
治
的
秩
序
（
全
集
10
）』（
一
九
八
六
）

　
　
　

 

な
お
、
上
記
の
文
献
で
邦
訳
を
掲
げ
た
も
の
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
・
参
照
は
邦
訳
の
該
当
箇
所
を
示
す
も
の
と
す
る
。

（
２
）　

Steve F
leetw

ood, H
ayek ’s Political E

conom
y （1995

）（
邦
訳
：
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
（
佐
々
木
憲
介
＝
西
部
忠
＝
原
伸
子
訳

『
ハ
イ
エ
ク
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
』（
二
〇
〇
六
））．
以
下
、
引
用
・
参
照
は
邦
訳
の
該
当
箇
所
を
指
す
。

（
３
）　

B
ruce C

aldw
ell, H

ayek’s Transform
ation, 20 H

ist. Pol. E
con. 513 （1988

）.

（
４
）　

関
連
す
る
ハ
イ
エ
ク
の
著
作
と
し
て
、「
社
会
主
義
計
算
（
１
）―

問
題
の
性
質
と
歴
史
（Socialist C

alculation I: T
he N

ature and 

H
istory of the P

roblem

）」「
社
会
主
義
計
算
（
２
）―

論
争
の
状
況
（Socialist C

alculation II: T
he State of the D

ebate

）」「
社
会
主
義
計

算
（
３
）―

競
争
的
「
解
決
」（Socialist C

alculation III: T
he C

om
petitive «Solution»

）」
が
あ
る
（
全
てIE

O

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
元

の
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
同
著
参
照
）。
紹
介
及
び
分
析
と
し
て
、
例
え
ば
、
尾
近
裕
幸
「
社
会
主
義
経
済
計
算
論
争
の
意
義
（
上
）・

（
下
）―

『
実
質
的
合
理
性
』
か
ら
『
手
続
き
上
の
合
理
性
』
へ
」
経
済
セ
ミ
ナ
ー
四
四
〇
号
三
〇
頁
、
四
四
一
号
一
〇
四
頁
（
一
九
九
一
）、

西
部
忠
『
市
場
像
の
系
譜
学
』（
一
九
九
六
）
等
参
照
。

（
５
）　

C
L

.

（
６
）　

フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
・
前
掲
注
（
２
）
六
頁
。

（
７
）　

R
S.

（
８
）　

文
献
の
紹
介
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
よ
く
引
用
さ
れ
る
著
作
と
し
て
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
自
身
の
回

顧
録
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
私
の
半
生
』
が
あ
る
。See M

argaret T
hatcher, T

he Path to Pow
er （1995

）（
邦
訳
：
石
塚
雅
彦
訳
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
私
の

半
生
』（
一
九
九
五
））．

（
９
）　

Friedrich A
ugust von H

ayek, T
he U

se of K
now

ledge in Society, 35-4 A
E

R
 519 （1945

） （reprinted in IE
O

）.

（
10
）　

T
he M

eaning of C
om

petition, T
he Stafford L

ittle L
ecture by Friedrich A

ugust von H
ayek （1946

） （reprinted in IE
O

）.

（665）
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（
11
）　

«Free» E
nterprise and C

om
petitive O

rder, “T
he K

eynote Paper ” served to open a discussion at a conference of the M
ont P

èlerin 

Society by Friedrich A
ugust von H

ayek （1947

） （reprinted in IE
O

）.
（
12
）　

IE
O

.

（
13
）　

See SP
P

E
, at 91–92.

（
14
）　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
筆
者
は
、
ハ
イ
エ
ク
社
会
哲
学
を
分
野
ご
と
に
個
別
に
分
断
し
て
、
そ
の
一
部
を
考
察
対
象
と
す
る
学
問
上
の
営
み
が
無

益
と
は
言
わ
な
い
。

（
15
）　

嶋
津
・
後
掲
注
（
17
）
参
照
。

（
16
）　

N
. P. B

arry, T
he Social P

hilosophy of F. A
. H

ayek （1979

）（
邦
訳
：
ノ
ー
マ
ン
・
Ｐ
・
バ
リ
ー
（
矢
島
鈞
次
訳
）『
ハ
イ
エ
ク
の
社
会
・
経

済
哲
学
』（
一
九
八
四
））．
以
下
、
引
用
・
参
照
は
原
文
の
該
当
箇
所
を
指
す
。

（
17
）　

嶋
津
格
『
自
生
的
秩
序
』（
一
九
八
五
）。

（
18
）　

江
頭
進
『
Ｆ
・
Ａ
・
ハ
イ
エ
ク
の
経
済
学
』（
一
九
九
九
）。

（
19
）　

実
定
法
分
野
に
お
い
て
ハ
イ
エ
ク
を
研
究
対
象
と
す
る
研
究
者
は
少
な
く
と
も
我
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
唯
一
、
阪
本
昌
一
が
公
法
学

で
異
彩
を
放
つ
程
度
で
あ
る
。
そ
の
著
作
と
し
て
、
例
え
ば
、
阪
本
昌
一
『
法
の
支
配
』（
二
〇
〇
六
）
等
参
照
。
本
稿
は
公
法
学
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
な
い
の
で
、
同
氏
へ
の
言
及
は
避
け
る
こ
と
と
す
る
。

（
20
）　

ハ
イ
エ
ク
は
自
生
的
秩
序
と
し
て
の
市
場
秩
序
に
対
し
て
は
「
経
済
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
ず
、「
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
（catallaxy

）」
と
い
う
言

葉
を
用
い
る
。
た
だ
、
本
稿
冒
頭
部
分
に
お
い
て
は
未
だ
後
者
の
概
念
を
説
明
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
者
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

（
21
）　

超
越
論
的
実
在
論
に
つ
い
て
は
有
名
なR

oy B
haskar

の
著
作
（
こ
こ
で
は
省
略
す
る
）
の
ほ
か
、
例
え
ば
、Tony L

aw
son, E

conom
ics and 

R
eality （1997

）（（
邦
訳
）
八
木
紀
一
郎
監
訳
『
経
済
学
と
実
在
』（
二
〇
〇
三
））
参
照
。

（
22
）　

フ
リ
ー
ト
ウ
ッ
ド
前
掲
注
（
２
）
第
六
章
以
降
参
照
。

（
23
）　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
経
済
法
学
者
と
し
て
ハ
イ
エ
ク
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
社
会
哲
学
に
関
心
を
抱
い
て
き
た
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
例
え
ば
、
楠
茂
樹
「
独
禁
法
に
お
け
る
「
競
争
」
の
理
解
及
び｢

競
争｣
と
ル
ー
ル
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
（
一
）
〜
（
二
）・
完
：
ハ
イ

エ
ク
競
争
論
及
び
ル
ー
ル
論
の
視
点
か
ら
」
法
学
論
叢
一
四
七
巻
三
号
七
一
頁
以
下
，
一
四
九
巻
二
号
五
九
頁
以
下
（
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
一
）
等

が
あ
る
。
本
稿
は
、
経
済
法
と
い
う
限
定
さ
れ
た
領
域
に
つ
い
て
の
関
心
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
広
く
「
法
と
経
済
」
一
般
に
つ
い
て
の
関
心
か
ら
作

（666）
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成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
、
検
討
で
は
、
ハ
イ
エ
ク
、
そ
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
の
社
会
哲
学
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
実
定
法
上
の
問
題

へ
の
解
答
を
導
こ
う
と
す
る
き
ら
い
が
あ
っ
た
。
実
定
法
学
の
世
界
（
考
え
る
基
礎
）
と
の
共
通
了
解
を
十
分
に
得
る
作
業
を
怠
っ
て
き
た
と
指
摘

さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
法
哲
学
と
実
定
法
学
と
の
間
に
も
言
え
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
（
両
者
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
や
や
古
い
と
こ
ろ
で
、
青
山
善
充
（
他
）「（
座
談
会
）
基
礎
法
学
と
実
定
法
学
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
三
号
五
頁
（
一
九
七
一
）、
最
近
で

は
、
例
え
ば
、
伊
藤
滋
夫
「
基
礎
法
学
と
実
定
法
学
と
の
協
働―

民
事
法
研
究
者
の
視
点
か
ら
」
自
由
と
正
義
五
四
巻
六
号
一
四
頁
（
二
〇
〇

三
）
等
を
参
照
）。
本
稿
は
、
基
礎
法
学
と
実
体
法
学
と
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
願
い
た
い
。

二　

ハ
イ
エ
ク
に
お
け
る
第
二
の
「
転
換
」
？―

経
済
的
問
題
か
ら
法
的
問
題
へ

　

１　

ル
ー
ル
へ
の
関
心

　

ば
ら
ば
ら
な
個
々
人
の
目
標
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
平
和
裡
に
達
成
さ
れ
る
か
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
二
つ
の
解
答
を
用
意
し
て
い
る
。
ひ
と

つ
が
、
自
生
的
秩
序
た
る
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
の
存
在
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
「
正
し
い
行
為
の
規
則
（the rules of just conduct

）」
の
存

在
で
あ
る
。
前
者
は
ハ
イ
エ
ク
経
済
思
想
の
中
核
で
あ
り
、
後
者
は
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
の
中
核
を
形
成
す
る
。
ハ
イ
エ
ク
思
想
が
急
進
的
な

リ
バ
タ
リ
ア
ン
（libertarians

）
た（
渥
）
ち
の
拠
り
所
に
さ
れ
つ
つ
も
、
ハ
イ
エ
ク
自
身
が
急
進
的
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
に
は
分
類
さ
れ
な
い
決
定

的
な
理
由
は
後
者
、
す
な
わ
ち
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
に
あ
る
。

　

リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
思
想
的
拠
り
所
で
あ
る
ハ
イ
エ
ク
経
済
思
想
、
そ
し
て
ハ
イ
エ
ク
を
リ
バ
タ
リ
ア
ン
か
ら
遠
ざ
け
る
そ
の
法
思
想
は
、

ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
経
済
学
と
法
学
の
専
門
分
化
が
進
ん
だ
現（
旭
）
代
で
は
、
ハ
イ
エ
ク
経
済
思
想
と
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
を
研
究
す

る
者
も
分
化
し
て
し
ま
い
、
両
者
の
関
係
が
詰
め
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
葦
）。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
を
経
済
思

（667）
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想
抜
き
に
理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
消
化
不
良
は
免
れ
な
い
（
そ
の
逆
も
然
り
で
あ
る
）。
ハ
イ
エ
ク
自
身
は
法
の
問
題
と
経
済
の
問
題
と
の

リ
ン
ケ
ー
ジ
に
つ
き
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

行
為
の
秩
序
は
、
そ
の
形
成
に
貢
献
す
る
ル
ー
ル
と
は
区
別
さ
れ
た
事
実
的
事
象
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
認
識
さ
れ

る
時
に
の
み
、
そ
の
よ
う
な
抽
象
的
秩
序
が
行
動
ル
ー
ル
の
狙
い
に
な
り
う
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

こ
と
が
理
解
で
き
る
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
関
係

の
理
解
は
法
理
解
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
因
果
関
係
の
説
明
と
い
う
仕
事
は
、
近
年
、
法
の
研
究
か
ら
全
く
切
り

離
さ
れ
た
学
問
分
野
に
任
さ
れ
て
し
ま
い
、
法
律
家
に
よ
る
こ
の
関
係
の
理
解
は
、
一
般
的
に
、
経
済
理
論
の
学
徒
の
法
理
解
と

同
じ
く
ら
い
底
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
市
場
が
自
生
的
秩
序
を
生
み
出
し
た
と
す
る
経
済
学
者
の
説
明
は
お
お
か
た
の
法
律

家
に
信
用
さ
れ
て
い
な
い
し
、
神
話
と
す
ら
受
け
取
ら
れ
て
い
る
（
芦
）。

　

ハ
イ
エ
ク
法
理
論
は
法
理
論
と
し
て
単
独
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
ハ
イ
エ
ク
が
一
九
五
〇
年
、L

SE

（L
ondon School of E

cono-

m
ics and Political Science

）
か
ら
シ
カ
ゴ
大
学
に
移
籍
し
た
後
に
法
や
政
治
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
の
は
「
変
節
」
で
は
な
い
。
法
や
政

治
の
問
題
が
経
済
問
題
に
密
接
に
関
連
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
主
流
派
経
済
学
と
は
異
な
り
、
ハ
イ
エ
ク
に
と
っ
て
の
経
済
上
の
関

心
は
経
済
現
象
の
分
析
と
し
て
完
結
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
が
提
示
し
た
「
経
済
現
象
に
対
す
る
均
衡
分
析
か
ら
自
生

的
秩
序
論
へ
」
の
ハ
イ
エ
ク
「
転
換
」
問（
鯵
）
題
は
、
現
在
に
お
い
て
も
未
だ
決
着
し
た
と
は
言
え
な（
梓
）
い
が
、
景
気
循
環
論
研
究
か
ら
社
会
主
義

計
算
論
争
に
至
る
ハ
イ
エ
ク
の
一
連
の
研
究
過
程
の
中
で
、
ハ
イ
エ
ク
は
経
済
問
題
の
本
質
を
「
市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
」
に
見
出
す

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
争
い
は
な
い
こ
と
で
あ
る
（
圧
）。

　

市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
を
経
済
問
題
の
本
質
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ハ
イ
エ
ク
は
、
経
済
社
会
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
役
割
と

（668）
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機
能
そ
し
て
ル
ー
ル
の
市
場
秩
序
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
市
場
秩
序
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
一
九
四
〇
年
代
に
既
に
持
っ
て
い
た
。
ハ
イ
エ
ク
は
「
契
約
の
自
由
」
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

…
…
財
産
の
領
域
に
お
け
る
の
と
同
程
度
に
、
永
続
的
な
法
律
の
枠
組
み
の
具
体
的
内
容
、
す
な
わ
ち
市
民
法
の
諸
規
定
が
、

競
争
市
場
が
機
能
す
る
仕
方
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
（
斡
）。

　

ハ
イ
エ
ク
の
ル
ー
ル
論
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
ル
ー
ル
論
の
前
提
と
な
っ
た
自
生
的
秩
序
論
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
下
、
自
生
的
秩
序
た
る
市
場
秩
序
理
論
、
す
な
わ
ち
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
論
に
つ
い
て
の
ハ
イ
エ
ク
の
思
想
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

２　

知
識
、
競
争
、
自
生
的
秩
序―
経
済
面
に
お
け
る
ハ
イ
エ
ク

　
「
競
争
（com

petition

）」
と
い
う
言
葉
が
「
他
人
も
同
時
に
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
を
、
獲
得
し
よ
う
と
努
力
す
る
行
為
＝
競
い

合
い
」
を
指
す
、
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
辞
書
的
に
は
こ
の
よ
う
な
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
（
扱
）。
ハ

イ
エ
ク
も
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
競
争
」
を
否
定
は
し
な
い
。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
が
自
ら
の
経
済
思
想
の
鍵
概
念
と
し
て
考
え
る
競
争

概
念
は
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
１
）
分
散
化
さ
れ
た
知
識
と
競
争
の
概
念

　

ひ
と
び
と
に
よ
る
競
い
合
い
は
な
ぜ
に
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
央
当
局
に
よ
る
計
画
経
済
よ
り
も
、
競
い
合
い
を
通

（669）
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じ
た
経
済
運
営
が
な
ぜ
に
優
位
に
立
つ
の
か
。
ハ
イ
エ
ク
が
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
置
く
、
誰
も
否
定
で
き
な
い
前
提
は
「
知
識
が
分
散

し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

合
理
的
経
済
秩
序
の
問
題
の
も
つ
独
特
な
性
格
は
、
ま
さ
に
次
の
事
実
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
我
々
が
利
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
集
中
さ
れ
、
も
し
く
は
統
合
さ
れ
た
形
で
存
在
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
で
あ

り
、
む
し
ろ
す
べ
て
の
個
々
別
々
の
個
人
が
持
っ
て
い
る
不
完
全
で
、
か
つ
し
ば
し
ば
相
互
に
矛
盾
す
る
知
識
の
切
れ
切
れ
の
断

片
と
し
て
の
み
存
在
す
る
と
い
う
事
実
が
そ
れ
で
あ
る
（
宛
）。

　

こ
こ
で
い
う
知
識
と
は
、
人
々
の
ニ
ー
ズ
、
満
足
、
製
品
の
価
格
、
質
、
生
産
技
術
と
い
っ
た
、
お
よ
そ
経
済
活
動
に
関
連
す
る
す
べ
て

の
知
識
（
情
報
と
い
っ
て
も
よ
い
）
を
指
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
知
識
す
べ
て
を
特
定
の
誰
か
（
例
え
ば
中
央
当
局
）
が
集
中
し
て
有
し
て

い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
な
る
か
。
そ
の
場
合
、
そ
の
特
定
の
誰
か
に
す
べ
て
計
画
を
任
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
想
定
は
凡
そ
非
現
実
的
で
あ
る
。
誰
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
有
し
て
い
る
の
か
、
特
定
の
製
品
を
最
も
安
価
に

提
供
で
き
る
の
は
誰
か
、
最
も
効
率
的
な
生
産
技
術
は
誰
が
知
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
知
識
は
本
来
的
に
個
々
人
に
分
散
し
て
い
る
。

特
定
の
誰
か
が
こ
れ
を
す
べ
て
把
握
す
る
こ
と
な
ど
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
分
散
化
さ
れ
た
知
識
は
ど
の
よ
う
に
し
て
有
効
利

用
さ
れ
る
の
か
。
ハ
イ
エ
ク
の
競
争
概
念
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

　

分
散
化
さ
れ
た
知
識
と
の
関
係
で
「
競
い
合
う
」
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
市
場
に
お
い
て
ひ
と
び
と
は
取
引
相
手
の
ニ
ー
ズ

を
見
出
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
そ
う
と
努
力
す
る
。
ま
た
、
市
場
に
お
い
て
ひ
と
び
と
は
自
身
の
ニ
ー
ズ
を
価
格
、
質
の
観
点
か
ら
よ
り

よ
く
満
た
し
て
く
れ
る
取
引
相
手
を
探
そ
う
と
努
力
す
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
の
が
利
潤
動
機
に
導
か
れ
た
「
競
い
合
い
」
と
い
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う
手
続
き
で
あ
る
。

　

競
争
は
本
来
的
に
意
見
形
成
の
過
程
で
あ
る
。
競
争
は
情
報
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
経
済
体
制
を
我
々
が
単
一

の
市
場
と
考
え
る
と
き
に
前
提
と
し
て
い
る
、
そ
の
統
一
性
と
整
合
性
と
を
創
り
出
す
。
競
争
は
、
何
が
最
も
良
く
て
、
何
が
最

も
安
い
か
に
つ
い
て
の
人
々
の
見
解
を
創
り
出
す
。
人
々
が
様
々
な
可
能
性
や
機
会
に
つ
い
て
、
事
実
彼
ら
が
知
っ
て
い
る
だ
け

の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
競
争
の
お
か
げ
で
あ
る
（
姐
）。

　

こ
の
手
続
き
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
を
有
し
て
い
る
の
か
、
誰
が
そ
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
よ
く
満
た
し
て
く
れ
る
の
か
、
を
明
ら
か

に
す
る
。「
競
い
合
い
」
は
、
分
散
化
さ
れ
た
知
識
を
提
示
し
合
わ
せ
、
そ
の
積
み
重
ね
の
中
、
個
々
人
は
、
自
ら
の
持
つ
知
識
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
し
、
ま
た
自
ら
に
足
り
な
い
知
識
を
補
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
個
々
人
は
、「
競
い
合
い
」
が
な
い
場
合

と
比
べ
て
、
自
ら
の
目
標
追
求
が
よ
り
可
能
と
な
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
こ
の
こ
と
を
「
知
識
の
発
見
プ
ロ
セ
ス
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
「
競
争

の
本
質
（
虻
）」
と
考
え
る
（
飴
）。

　
（
２
）
競
争
の
調
整
機
構
と
し
て
の
市
場―

カ
タ
ラ
ク
シ
ー

　
「
知
識
の
発
見
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の
「
競
争
」
は
、
分
散
化
さ
れ
た
知
識
の
有
効
利
用
を
確
実
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
。
ひ
と
び

と
の
競
い
合
い
が
何
ら
か
の
形
で
調
整
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
競
い
合

い
の
場
と
し
て
の
市
場
は
い
か
に
し
て
、
個
人
の
目
標
追
及
に
向
け
ら
れ
た
諸
行
為
を
ま
と
め
上
げ
る
の
か
（
絢
）。

　

こ
こ
で
ハ
イ
エ
ク
が
着
目
し
た
の
は
価
格
機
構
で
あ
る
。
市
場
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
価
格
を
通
じ
て
、
市
場
参
加
者
は
自
ら
の
行
為
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（
販
売
、
購
入
、
生
産
等
）
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
参
加
者
が
行
為
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
扱
う
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格

を
知
り
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
商
品
の
価
格
を
変
化
さ
せ
る
原
因
（
資
源
の
枯
渇
や
代
替
品
の
発
見
等
）
を
知
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な

原
因
を
知
る
者
が
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
市
場
は
そ
の
よ
う
な
知
識
を
前
提
に
し
た
価
格
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
市
場
に

お
け
る
自
発
的
な
取
引
が
可
能
に
な
り
、
自
発
的
な
取
引
の
前
提
と
な
る
「
知
識
の
発
見
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の
「
競
争
」
が
押
し
進
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
知
識
の
有
効
利
用
と
い
う
ハ
イ
エ
ク
の
設
定
し
た
課
題
は
こ
う
し
て
解
決
さ
れ
る
。

　

こ
の
市
場
の
調
整
作
用
は
、
特
定
の
誰
か
の
計
画
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
場
が
本
来
的
に
有
す
る
自
生
的
な
秩
序
化

作
用
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
成
果
（
資
源
配
分
上
の
効
率
性
や
技
術
進
歩
等
）
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
設
計
の
産
物
で

は
な
く
自
生
的
秩
序
の
産
物
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
自
生
的
秩
序
と
し
て
の
市
場
秩
序
を
「
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
（catallaxy

）」
と
呼
ぶ
（
綾
）。

　
（
３
）「
経
済
」
か
ら
「
法
」
へ―
よ
り
正
確
に
は
「
経
済
の
中
の
法
」
へ

　

ひ
と
び
と
の
競
争
活
動
の
集
積
に
よ
っ
て
自
生
的
に
生
成
し
た
市
場
秩
序
す
な
わ
ち
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
は
法
や
ル
ー
ル
の
存
在
な
し
に
、
社

会
に
お
け
る
望
ま
し
い
結
果
す
な
わ
ち
知
識
の
有
効
利
用
を
実
現
す
る
か
（
鮎
）。
ハ
イ
エ
ク
の
答
え
は
明
ら
か
に
「
否
」
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

競
争
を
よ
り
一
層
有
効
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
こ
の
立
法
的
な
枠
組
み
が
修
正
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
何
の
知
的
努
力
も
向
け
ら
れ
て
き
て
い
な
い
（
或
）。

　

バ
リ
ー
が
適
切
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ハ
イ
エ
ク
は
「
市
場
秩
序
を
完
全
た
ら
し
め
る
に
必
要
な
の
は
本
質
的
に
は
法
秩
序
で
あ
る
（
粟
）」
と
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考
え
て
い
る
。
ハ
イ
エ
ク
の
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
論
は
ル
ー
ル
の
存
在
な
く
し
て
は
語
れ
な
い
し
、
逆
に
ハ
イ
エ
ク
の
法
理
論
は
カ
タ
ラ
ク
シ
ー

の
存
在
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
ハ
イ
エ
ク
の
「
正
し
い
行
為
の
規
則
」
の
議
論
は
、
そ
れ
自
体
法
理
論
の
み
と
し
て
完
結
し

て
い
る
よ
う
な
印
象
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
が
、
ハ
イ
エ
ク
の
法
理
論
は
常
に
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
論
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
、
一
見
す
る
と
義
務
論
的
自
然
権
論
者
の
よ
う
に
見
え
る
し
、
そ
の
「
法
の
支
配
」
論
は
一
見
す
る
と
伝
統
的
な

「
法
の
支
配
」
論
に
読
め
る
。
そ
れ
は
ハ
イ
エ
ク
の
法
理
論
を
法
理
論
と
し
て
完
結
し
た
も
の
と
し
て
眺
め
る
か
ら
で
あ
り
、
ハ
イ
エ
ク
法

思
想
の
適
切
な
解
釈
と
は
言
え
な
い
。

　

ハ
イ
エ
ク
が
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
論
を
展
開
す
る
上
で
の
も
と
も
と
の
問
題
意
識
は
何
で
あ
っ
た
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ハ
イ
エ
ク
が
遅
く
と

も
一
九
三
七
年
の
「
経
済
学
に
お
け
る
知
識
（E

conom
ics and K

（
袷
）

now
ledge

）」
発
表
ま
で
に
、
経
済
現
象
の
本
質
的
問
題
と
し
て
何
を
見

出
し
た
か
。
そ
れ
は
「
経
済
社
会
に
お
け
る
分
散
化
さ
れ
た
知
識
の
有
効
利
用
」
だ
っ
た
。
ハ
イ
エ
ク
がL

SE

か
ら
シ
カ
ゴ
大
学
へ
と
研

究
の
場
を
移
し
た
後
は
、
そ
の
主
戦
場
を
経
済
思
想
か
ら
法
思
想
や
政
治
思
想
へ
と
変
え
た
に
せ
よ
、
ハ
イ
エ
ク
の
研
究
の
方
向
性
は
な
お

も
一
貫
し
続
け
て
い
た
。
そ
れ
は
「
知
識
の
有
効
利
用
」
を
実
現
す
る
自
由
な
社
会
の
そ
う
で
な
い
社
会
に
対
す
る
優
位
を
説
く
研
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
の
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
の
『
自
由
の
法
（
安
）』
そ
し
て
一
九
七
〇
年
代
の
『
法
・
立
法
・
自
由
（L

aw
, L

egislation and 

L

（
庵
）

iberty

）』
に
代
表
さ
れ
る
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
の
展
開
は
、
法
学
の
世
界
で
は
必
ず
し
も
評
判
の
よ
く
な
い
「
帰
結
主
義
（consequentia-

lism

）」
と
い
う
使
命
を
負
っ
た
ハ
イ
エ
ク
の
、
自
由
論
、
自
然
権
論
、
法
の
支
配
論
と
い
っ
た
法
学
の
中
枢
へ
の
、
外
か
ら
の
批
判
・
否

定
で
は
な
く
、
内
側
か
ら
の
再
構
築
と
い
う
、
大
い
な
る
挑
戦
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

３　
「
正
し
い
行
為
の
規
則
」

　

市
場
に
お
い
て
、
ひ
と
び
と
は
「
知
識
の
発
見
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の
「
競
争
」
を
行
い
、
自
ら
の
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
努
力
す
る
。
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そ
の
「
競
争
」
の
集
積
は
、
市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
の
下
、
分
散
化
さ
れ
た
知
識
の
有
効
利
用
の
実
現
へ
と
導
か
れ
る
。
し
か
し
、
カ

タ
ラ
ク
シ
ー
が
そ
の
よ
う
な
性
質
を
内
在
し
て
い
る
と
は
言
え
、
単
に
放
っ
て
お
け
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
な
く
、
法
や
ル
ー
ル
の
存
在
を

無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
を
発
揮
さ
せ
る
法
的
条
件
は
何
か
、
法
や
ル
ー
ル
は
市
場
プ
ロ
セ
ス
に
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
か
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ
る
、
そ
れ
ま
で
発
展
・
確
立
し
て
き
た
伝
統
的
法
哲
学
へ
の
知
的
挑
戦
の
入
り
口
は
そ
こ
に

あ
る
。

　
（
１
）「
自
由
」
の
意
味
と
意
義

　

ハ
イ
エ
ク
の
法
哲
学
は
常
に
「
自
由
」（freedom

ま
た
はliberty

）
と
の
関
係
で
展
開
さ
れ
る
（
按
）。
ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、「
自
由
」
と
は

「
社
会
に
お
い
て
、
一
部
の
人
が
他
の
一
部
の
人
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
少
な
い
人
間
の
状
態
（
暗
）」
で
あ
る
。
そ
し
て

「
強
制
」
と
は
「
あ
る
人
の
環
境
ま
た
は
事
情
が
他
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
結
果
、
よ
り
大
き
い
災
い
を
避
け
る
た
め
に
、

そ
の
人
が
自
分
自
身
の
首
尾
一
貫
し
た
計
画
に
従
う
の
で
は
な
く
、
他
人
の
目
的
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
行
動
を
強
い
ら
れ
る
（
案
）」
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

ハ
イ
エ
ク
は
こ
の
タ
イ
プ
の
「
自
由
」
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
重
要
な
価
値
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
き
ハ

イ
エ
ク
は
「
大
部
分
の
道
徳
的
価
値
の
源
泉
で
あ
り
、
条
件
で
あ
る
（
闇
）」
と
述
べ
、
一
見
義
務
論
に
拠
っ
て
立
つ
か
の
よ
う
に
見
え
る
も
の

の
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
お
り
、「
自
由
」
が
自
己
の
目
標
追
求
す
な
わ
ち
自
己
実
現
（
満
足
）
の
た
め
の
必
須
の
条
件
で
あ
る
と
同
時

に
、
市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
（
知
識
の
有
効
利
用
）
の
た
め
の
必
須
の
条
件
で
あ
る
、
と
い
う
帰
結
主
義
的
な
発
想
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
判
る
。
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多
く
の
人
び
と
に
よ
る
努
力
の
相
互
の
調
整
に
よ
っ
て
、
個
人
が
所
有
す
る
以
上
の
知
識
、
あ
る
い
は
、
知
的
に
統
合
す
る
こ
と

の
で
き
る
以
上
の
知
識
が
利
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
散
在
し
た
知
識
を
こ
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
一
個
人

が
洞
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
以
上
の
こ
と
が
達
成
可
能
と
な
る
。
自
由
と
は
、
個
人
の
努
力
に
た
い
す
る
直
接
的
統
制
の
放
棄
を

意
味
す
る
か
ら
こ
そ
、
自
由
社
会
は
、
も
っ
と
も
賢
明
な
支
配
者
の
頭
脳
が
包
含
す
る
よ
り
も
、
は
る
か
に
多
く
の
知
識
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
鞍
）。

　

こ
の
「
自
由
」
の
正
当
化
の
根
拠
付
け
は
、
価
値
の
正
当
化
と
し
て
は
誰
も
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
一
見
義
務
論
的

な
色
彩
を
帯
び
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
自
由
」
が
自
己
実
現
の
可
能
性
を
開
く
た
め
の
最
低
限
の
要
請

と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
分
散
化
さ
れ
た
知
識
の
下
で
の
、「
競
争
」
へ
向
け
た
個
人
個
人
の
意
思
決
定
の
尊
重
、
す
な
わ
ち
分
権
の
尊
重
と

い
う
ハ
イ
エ
ク
知
識
論
が
前
提
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
の
経
済
思
想
の
背
景
な
し
に
は
語
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
市
場
が
自
生
的
秩
序
形
成
作
用
を
有
し
て
い
る
と
し
て
も
、
私
人
が
他
の
私
人
に
対
し
て
「
強
制
」
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
場

は
機
能
し
な
い
。
そ
こ
で
、
ハ
イ
エ
ク
は
こ
の
タ
イ
プ
の
「
自
由
」
の
保
護
す
な
わ
ち
「
強
制
」
の
禁
止
が
法
の
第
一
の
役
割
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
法
に
よ
る
特
定
の
行
為
の
禁
止
は
国
家
に
よ
る
「
強
制
」
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。「
強
制
」
が
否
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
ハ
イ
エ
ク
が
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
疑
問
に
対
す
る
ハ
イ
エ

ク
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

あ
る
政
府
が
、
な
お
こ
の
目
的
（
私
人
に
よ
る
強
制
を
防
ぐ
目
的―
筆
者
挿
入
）
の
た
め
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制

は
、
最
小
限
に
お
さ
え
ら
れ
、
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
る
一
般
的
な
規
則
を
通
じ
て
こ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
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か
ぎ
り
無
害
な
も
の
に
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
多
く
の
場
合
、
個
人
は
み
ず
か
ら
強
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
わ
か
っ
て
い
る
立

場
に
自
身
を
お
く
こ
と
の
な
い
か
ぎ
り
、
け
っ
し
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
強
制
が
避
け
ら

れ
な
い
場
合
で
さ
え
、
強
制
を
限
ら
れ
た
予
測
で
き
る
義
務
だ
け
に
限
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
他
人
の
あ
る
恣
意
的

な
意
志
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
制
の
も
っ
と
も
有
害
な
影
響
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
（
杏
）。

　

で
は
、
こ
の
「
知
ら
れ
た
一
般
的
な
規
則
（know

n general rules

）」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
ハ
イ
エ
ク
「
法
の
支
配
（the rule of 

law

）」
論
の
中
核
を
な
す
問
題
で
あ
る
。

　
（
２
）「
自
由
の
領
域
」
の
画
定―
「
法
の
支
配
」
と
「
契
約
の
自
由
」

　

ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、「
法
の
支
配
」
は
「
立
法
府
の
権
限
も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
府
の
権
力
の
限
界
を
設
定
し
て
い
る
」
も
の
で
あ

り
、「
そ
れ
は
、
法
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
教
義
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
法
律
の
持
つ
べ
き
一
般
的
属
性
に
関
し
て
の
教
義

で
あ
る
（
以
）」。
ハ
イ
エ
ク
は
法
の
有
す
べ
き
属
性
と
し
て
、
予
測
性
、
非
遡
及
性
、
確
実
性
、
一
般
性
、
普
遍
性
等
を
挙
げ
る
（
伊
）。
こ
の
よ
う
な

属
性
を
有
す
る
法
が
「
知
ら
れ
た
一
般
的
ル
ー
ル
」「
正
し
い
行
為
の
規
則
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
の
属
性
は
、
フ

ラ
ー
（L

on L
. Fuller

）
が
そ
の
著
、『
法
と
道
徳
（T

he M
orality of L

aw

）』
に
お
い
て
提
示
し
た
「
法
の
支
配
」
に
い
う
法
の
属
性
と

多
く
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
そ
れ
は
、
一
般
的
な
「
法
の
支
配
」
の
理
解
と
も
言
え
る
。

　

こ
こ
で
ハ
イ
エ
ク
の
強
調
点
は
、
一
般
的
規
則
の
自
生
的
秩
序
に
お
け
る
機
能
に
あ
る
。
個
人
は
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
の
遵
守
を

強
制
さ
れ
る
と
し
て
も
、
ル
ー
ル
が
こ
の
よ
う
な
属
性
を
有
す
る
以
上
、
個
人
の
行
動
範
囲
を
狭
め
る
程
度
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
、
と

い
う
こ
と
は
ハ
イ
エ
ク
に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
個
人
は
、
ル
ー
ル
に
よ
り
強
制
が
生
じ
る
場
合
を
予
測
で
き
れ
ば
、
そ
こ
に
一
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種
の
期
待
を
形
成
し
、
そ
の
期
待
を
基
礎
に
自
ら
の
行
動
を
決
定
し
う
る
（
依
）。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
強
制
が
な
い
と
い
う
意
味
で
の
「
自
由
」

の
領
域
が
画
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
自
由
」
は
個
人
の
「
競
争
」
を
可
能
に
し
、
市
場
の
自
生
的
秩
序
化
作
用
を
通
じ
て
知
識

の
有
効
利
用
が
実
現
さ
れ
る
（
偉
）。「
自
由
」
の
領
域
を
画
定
す
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
ハ
イ
エ
ク
の
「
法
の
支
配
」
論
は
、
ハ
イ
エ
ク
の
経

済
思
想
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
確
認
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ハ
イ
エ
ク
の
「
法
の
支
配
」
論
は
、
伝

統
的
な
「
法
の
支
配
」
論
に
お
け
る
法
の
存
在
形
態
と
は
異
な
っ
た
形
態
を
提
示
す
る
こ
と
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

伝
統
的
な
「
法
の
支
配
」
論
に
お
け
る
法
の
存
在
形
態
の
帰
結
主
義
的
な
利
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
で
、
ば
ら
ば
ら
な
個
々
人
の
目
標
は
ど
の
よ
う
に
し
て
平
和
裡
に
達
成
さ
れ
る
か
、
と
い
う
冒
頭
に
掲
げ
た
問
題
に
対
す
る
ハ
イ
エ

ク
側
か
ら
の
暫
定
的
な
解
答
を
提
示
し
て
お
こ
う
。
ば
ら
ば
ら
な
目
標
を
持
っ
た
個
々
人
は
「
知
識
の
発
見
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
の
競
争
活

動
を
通
じ
て
自
ら
の
目
標
を
実
現
し
て
い
く
。
そ
こ
で
必
要
な
条
件
は
私
人
に
よ
る
「
強
制
」
が
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
法
が
一
般
的
規
則
の
属
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
々
は
他
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
目
標
を
持
ち
、
他
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な

経
済
活
動
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
知
る
必
要
は
な
い
。
人
々
に
と
っ
て
知
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
自
身
が
ど
の
よ
う
な

「
自
由
」
を
有
し
て
い
る
の
か
を
規
定
す
る
ル
ー
ル
の
内
容
の
み
で
あ
っ
て
、
あ
と
は
市
場
に
参
加
し
自
ら
の
知
識
を
提
示
し
、
他
の
人
々

に
よ
っ
て
市
場
に
提
示
さ
れ
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
や
質
と
い
っ
た
関
連
知
識
を
理
解
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
調
整
プ
ロ
セ
ス
は
、
国
家
に
よ
っ
て
「
強
制
」
さ
れ
る
法
の
下
の
み
な
ら
ず
、
人
々
が
自
発
的
に
従
う
伝
統
や
慣
習
と
い
っ

た
ル
ー
ル
の
下
で
も
成
立
す
る
。
人
間
社
会
は
歴
史
的
に
集
団
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
や
慣
習
を
生
み
出
し
て
き
た
。
伝
統
や
慣
習
は

個
々
人
の
行
動
指
針
と
し
て
機
能
し
、
個
々
人
の
行
為
を
交
通
整
理
す
る
（
囲
）。
調
整
プ
ロ
セ
ス
が
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
伝
統
や

慣
習
ル
ー
ル
を
相
互
に
支
持
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
た
め
に
は
明
確
な
支
持
さ
え
必
要
で
は
な
く
、
社
会
生
活
の
中
で
自
然
と
身
に
付

い
た
伝
統
や
慣
習
ル
ー
ル
の
遵
守
で
あ
っ
て
も
よ
い
（
夷
）。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
巣
か
ら
離
れ
て
い
る
距
離
に
よ
っ
て
争
い
を
回
避
す
る
動
物
の
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行
動
ル
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
訳
だ
（
委
）。

　
（
３
）「
正
し
い
行
為
の
規
則
」
の
条
件―

帰
結
主
義
者
と
し
て
の
ハ
イ
エ
ク

　

ハ
イ
エ
ク
法
思
想
研
究
に
お
い
て
、
最
も
強
調
さ
れ
る
の
が
法
の
属
性
に
か
か
わ
る
ハ
イ
エ
ク
の
主
張
、
す
な
わ
ち
「
法
の
支
配
」
論
で

あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
一
般
的
規
則
に
お
け
る
法
の
属
性
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
た
。
そ
れ
故
に
、
ハ
イ
エ
ク
は
ル
ー
ル
の
あ
り
方
を
「
法
の

支
配
」
の
属
性
の
み
に
認
め
、
そ
れ
以
外
の
ル
ー
ル
の
あ
り
方
の
要
因
を
示
し
て
い
な
い
、
と
い
っ
た
指
摘
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
（
威
）。
実
際
、
ハ
イ
エ
ク
が
積
極
的
に
明
示
し
た
ル
ー
ル
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に
こ
れ
で
は
具
体
性
に

乏
し
い
。

い
く
ぶ
ん
で
も
進
歩
し
た
す
べ
て
の
法
的
秩
序
の
主
要
な
特
質
は
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヒ
ュ
ー
ム
（D

avid H
um

e

）
が
「
三
つ
の

基
本
的
自
然
法
」
と
呼
ん
だ
も
の
、
つ
ま
り
「
所
有
の
安
定
、
同
意
に
よ
る
移
転
お
よ
び
約
束
の
履
行

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
を
単
に
丹
精
し
て
つ
く

り
あ
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
に
等
し
い
の
で
あ
る
（
尉
）。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
い
わ
ゆ
る
「
契
約
の
自
由
」
原
則
、
す
な
わ
ち
契
約
当
事
者
の
自
由
意
思
に
よ
っ
て
個
人
の
契
約
関
係
が
決
定
さ

れ
、
国
家
は
こ
れ
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
原
則
を
実
現
す
る
た
め
の
最
低
限
の
条
件
に
過
ぎ
な
い
。「
契
約
の
自
由
」
原
則
は
、
ひ
と
び
と

の
自
身
の
目
標
追
及
へ
向
け
た
自
発
的
な
経
済
活
動
を
可
能
に
し
、
契
約
当
事
者
相
互
の
ベ
タ
ー
・
オ
フ
を
実
現
す
る
（
惟
）。

こ
の
原
則
は
ハ
イ

エ
ク
の
競
争
論
、
自
由
論
と
整
合
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
に
と
っ
て
は
、「
契
約
の
自
由
」
原
則
は
、
そ
れ
自
体
問
題
の

解
決
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
ハ
イ
エ
ク
の
関
心
事
は
「
競
争
を
よ
り
一
層
有
効
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
…
…
立
法
的
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枠
組
み
が
修
正
さ
れ
る
べ
き
か
（
意
）」
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
（
慰
）。
で
は
、
ハ
イ
エ
ク
の
考
え
る
正
義
に
適
う
ル
ー
ル
の
内
実
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　

ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、「
わ
れ
わ
れ
の
も
つ
知
識
を
も
っ
と
も
よ
く
利
用
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
全
体
と
し
て
も
っ
と
も
有
効

で
あ
る
こ
と
が
経
験
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
易
）」
い
。
ハ
イ
エ
ク
は
ル
ー
ル
が
作
り
出
す
望
ま
し
い
状
態

か
ら
遡
っ
て
ル
ー
ル
の
望
ま
し
さ
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
帰
結
主
義
的
な
発
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
エ
ク
は
ル
ー
ル
に
特
定
の
成
果

を
求
め
て
い
な
い
。
ハ
イ
エ
ク
は
こ
の
文
章
に
続
け
て
「
特
定
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
従
う
結
果
が
ど
う
な
る
か
は
、
わ
れ
わ
れ

に
は
不
明
で
あ
る
（
椅
）」
と
述
べ
て
い
る
。
ハ
イ
エ
ク
考
え
る
ル
ー
ル
の
望
ま
し
さ
は
あ
く
ま
で
も
抽
象
的
な
秩
序
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（
為
）。

　

ハ
イ
エ
ク
正
義
論
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
が
「
個
人
の
目
標
追
及
」
と
い
う
観
点
か
ら
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
市
場
は
個
人
が
「
競

争
」
を
通
じ
て
目
標
を
追
求
す
る
場
で
あ
る
。
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
自
生
的
秩
序
、
す
な
わ
ち
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
は
一
般
的
ル
ー
ル
を
前
提
と

し
て
機
能
す
る
。
ハ
イ
エ
ク
に
よ
れ
ば
、「
正
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
、
こ
の
一
般
的
ル
ー
ル
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
、「
社

会
」
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。「
価
値
は
人
間
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
が
発
生
す
る
の
に
応
じ
て
変
化
し
続
け
て
（
畏
）」
い
る

か
ら
で
あ
る
。「
社
会
」
と
い
う
言
葉
は
、
個
々
人
の
目
的
と
は
離
れ
た
全
体
の
目
的
を
前
提
と
し
て
、
個
々
人
は
こ
の
目
的
に
従
属
さ
せ

ら
れ
る
。
価
値
の
源
泉
は
、
個
々
人
が
自
ら
の
目
標
追
及
を
す
る
た
め
の
調
整
機
構
と
し
て
形
成
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
望
ま

し
さ
を
評
価
す
る
視
点
は
「
個
人
の
目
標
追
及
が
ど
の
程
度
可
能
に
な
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
イ
エ
ク
は
一
般
的
ル
ー
ル
に
「
手

段
と
し
て
で
は
な
く
究
極
的
価
値
」
を
見
出
す
が
、
こ
こ
で
い
う
「
手
段
」
と
は
特
定
の
成
果
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
意
味
す
る
。

「
抽
象
的
秩
序
の
恒
久
的
な
存
続
に
、
つ
ま
り
個
々
人
が
…
…
未
知
な
狙
い
を
追
い
求
め
る
際
の
助
け
に
な
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
永
久
的
な

意
図
に
、
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
（
異
）」、
そ
の
よ
う
な
一
般
的
ル
ー
ル
に
、
手
段
的
で
は
な
く
、
究
極
的
価
値
を
見
出
す
の
で
あ
る
。「
正
義
に
か

な
う
行
動
ル
ー
ル
…
…
を
変
更
し
た
り
開
発
し
た
り
す
る
際
の
狙
い
は
、
任
意
に
選
ば
れ
た
ど
ん
な
人
の
機
会
を
も
で
き
る
限
り
改
善
す
る
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こ
と
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
（
移
）」
り
、
そ
れ
は
「
あ
ら
ゆ
る
時
点
で
そ
う
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
長
期
的
に
見
て
「
全
体
と
し
て
」
そ

う
で
あ
れ
ば
よ
い
（
維
）」。

　

ハ
イ
エ
ク
に
お
い
て
は
、
正
義
に
適
う
ル
ー
ル
の
評
価
基
準
は
、
長
期
的
・
全
体
的
に
個
々
人
の
目
標
追
及
の
機
会
を
改
善
す
る
か
否
か

に
あ
る
。
そ
れ
は
特
定
の
個
人
の
目
標
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
個
人
の
目
標
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。「
私

的
所
有
シ
ス
テ
ム
は
自
由
の
最
も
重
要
な
保
障
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
有
す
る
者
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
所
有
し
な
い
者
に
対
し
て
も
そ
う

な
の
で
あ
る
。」
と
の
ハ
イ
エ
ク
の
指（
緯
）
摘
は
、
財
産
権
保
障
の
正
当
化
が
帰
結
主
義
的
法
思
想
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
財
産
権
保
障
の
正
当
化
根
拠
を
義
務
論
で
は
な
く
、
帰
結
主
義
に
見
出
す
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
は
、
会
社
法
、
知
的
財
産
法
と
い
っ

た
現
代
的
な
法
分
野
に
お
け
る
財
産
権
保
障
の
問
題
に
対
し
て
も
判
断
基
準
を
提
供
し
て
い
る
。

　

財
産
の
概
念
が
つ
い
最
近
に
な
っ
て
拡
張
し
て
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
別
の
分
野
に
お
い
て
、
独
占
の
防
止
と
競
争
の
維

持
の
問
題
が
一
層
深
刻
な
形
で
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
私
が
考
え
て
い
る
の
は
、
発
明
の
た
め
の
特
許
、
著
作
権
、
商
標
の

よ
う
な
権
利
と
特
権
に
ま
で
財
産
の
概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
対
し
て
物
質
的
な
物
を
対
象
と
し
て
発

達
し
て
き
た
財
産
の
概
念
を
そ
の
ま
ま
機
械
的
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
独
占
の
伸
展
を
助
け
る
の
に
非
常
に
大
き
な
力
を
貸
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
も
し
競
争
が
作
用
す
る
よ
う
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
分
野
で
思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要
と
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
私
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
と
に
工
業
の
特
許
の
分
野
に
お
い
て
は
、
独
占

的
特
許
の
授
与
が
科
学
的
研
究
投
資
に
付
随
す
る
危
険
の
負
担
に
対
す
る
真
に
最
適
で
有
効
な
報
酬
で
あ
る
か
否
か
、
我
々
は
真

剣
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
胃
）。
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…
…
私
に
は
、
歴
史
的
に
み
る
と
会
社
法
の
分
野
に
お
い
て
も
、
私
が
す
で
に
ふ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
の
法
の
分
野
に
お
け
る

も
の
と
似
た
状
態
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
財
産
に
つ
い
て
の
法
に
関
し
て
と
同
様
に
、
通
常
の
動
産
に
つ
い
て
発

達
し
た
規
則
が
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
新
し
い
権
利
に
ま
で
、
無
批
判
的
に
、
ま
た
適
切
な
修
正
を
加
え
る
こ
と
な
く
拡
張
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
会
社
を
擬
人
、
あ
る
い
は
法
人
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
、
自
然
人
の
も
つ
す
べ
て
の
権
利
が
自
動
的
に
会
社
に
も
拡

張
さ
れ
る
と
い
う
効
果
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
企
業
が
無
限
に
成
長
す
る
こ
と
を
抑
止
す
る
よ
う
に
会
社
法
を
設
計
す
る

こ
と
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
弁
護
す
る
正
当
な
議
論
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
萎
）。

　
（
４
）
ル
ー
ル
の
発
生
と
安
定

　

ハ
イ
エ
ク
法
思
想
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
ル
ー
ル
の
価
値
は
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
機
能
化
と
い
う
帰
結
主
義
的
な
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
が
、

一
般
的
規
則
の
意
識
的
な
創
設
、
改
定
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
エ
ク
は
否
定
的
で
あ
り
、
ハ
イ
エ
ク
の
主
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
一
般

的
規
則
は
人
間
社
会
の
中
で
自
生
的
に
生
成
・
発
展
し
て
き
た
慣
習
や
伝
統
と
し
て
の
ル
ー
ル
で
あ
る
（
こ
の
自
生
的
に
生
成
・
発
展
し
て

き
た
一
般
的
規
則
た
る
慣
習
や
伝
統
を
ハ
イ
エ
ク
は
「
ノ
モ
ス
（nom

os

）」
と
呼
び
、
権
力
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
組
織
の
諸
規
則
た
る

「
テ
シ
ス
（thesis

）」
と
区
別
す
る（衣
））。
ハ
イ
エ
ク
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

ど
ん
な
個
人
に
と
っ
て
も
、
漸
進
的
に
進
化
し
て
き
た
規
則
よ
り
も
、
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
一
層
有
効
な
規
則
を
合
理
的
に
つ
く

る
こ
と
は
成
功
し
そ
う
に
も
な
い
（
謂
）。

　

ハ
イ
エ
ク
が
重
視
す
る
の
は
ル
ー
ル
の
「
自
生
的
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
（spontaneous evolutionary process

）」
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
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ば
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
違
）。

　

あ
る
集
団
の
中
で
、
ひ
と
び
と
が
活
動
し
交
流
す
る
過
程
で
何
ら
か
の
行
動
指
針
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
産
物
か
も
し
れ
な
い

し
、
現
場
の
人
々
が
自
ら
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
採
用
し
た
計
画
性
の
乏
し
い
ア
イ
デ
ア
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
が
一
定

期
間
安
定
す
れ
ば
伝
統
や
慣
習
と
し
て
ル
ー
ル
と
し
て
の
あ
る
種
の
普
遍
性
を
獲
得
す
る
（
こ
の
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
ル
ー
ル
が
適
正
で
あ

る
と
い
う
保
障
は
ど
こ
に
も
な
い
）。
伝
統
や
慣
習
と
い
っ
た
ル
ー
ル
の
下
で
形
成
さ
れ
る
自
生
的
秩
序
は
何
ら
か
の
結
果
を
も
た
ら
す
。

そ
れ
は
調
整
の
効
率
性
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
調
整
の
効
率
性
が
優
れ
た
集
団
と
そ
う
で
な
い
集
団
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
調
整
の
効
率

性
に
優
れ
た
集
団
は
繁
栄
し
、
そ
う
で
な
い
集
団
に
そ
の
伝
統
や
慣
習
は
伝
播
さ
れ
模
倣
さ
れ
、
集
団
と
し
て
の
試
行
錯
誤
が
繰
り
返
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
集
団
と
し
て
の
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
生
き
残
る
集
団
と
そ
う
で
な
い
集
団
が
現
れ
る
。
結
果
、
よ
り
安

定
し
、
よ
り
普
遍
的
な
伝
統
や
慣
習
が
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
（
遺
）。
あ
る
集
団
が
成
功
す
る
の
は
、
そ
の
集
団
の
構
成
員
が
ル
ー
ル
を
よ
く
観

察
、
説
明
で
き
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
人
々
が
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
と
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
が
集
団
の
繁
栄

と
衰
退
に
基
づ
く
淘
汰
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
歴
史
的
に
選
択
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
（
医
）。

　

こ
の
群
選
択
（group selection

）
に
よ
る
ル
ー
ル
の
進
化（
井
）
論
は
、
ハ
イ
エ
ク
法
思
想
の
中
で
最
も
脆
弱
で
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
部

分
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ル
ー
ル
の
自
生
的
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
現
実
問
題

と
し
て
現
存
す
る
ル
ー
ル
が
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
機
能
化
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
ル
ー
ル
で
あ
る
、
ま
た
は
望
ま
し
い
ル
ー
ル
へ
向
か
う
途
中
に

あ
る
と
い
う
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
と
も
す
れ
ば
現
状
肯
定
的
に
な
り
や
す
い
ハ
イ
エ
ク
の
ル
ー
ル
進
化
論
は
十
分
な
論
理

的
、
実
証
的
裏
付
け
に
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
（
亥
）。

ま
た
、
群
淘
汰
の
議
論
を
持
ち
出
す
こ
と
は
、
歴
史
的
な
法
の
生
成
と
発
展
に
対
す
る
説
明

と
し
て
は
妥
当
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
将
来
へ
向
け
て
の
法
の
在
り
方
を
議
論
す
る
う
え
で
は
無
責
任
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
は
避
け
ら
れ

な
い
。
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と
は
言
え
、
ハ
イ
エ
ク
は
現
存
す
る
ル
ー
ル
が
今
後
進
化
の
過
程
を
経
て
望
ま
し
い
ル
ー
ル
に
行
き
着
く
こ
と
を
保
証
し
て
は
い
な
い
。

む
し
ろ
、
ハ
イ
エ
ク
は
、
一
般
的
ル
ー
ル
の
意
識
的
な
改
善
の
必
要
性
と
許
容
性
に
つ
い
て
は
早
い
段
階
か
ら
認
識
し
て
い
た
（
域
）。
ハ
イ
エ
ク

の
ル
ー
ル
進
化
論
は
、
ル
ー
ル
が
文
化
的
淘
汰
、
集
団
淘
汰
の
過
程
を
経
て
、
適
正
さ
を
獲
得
す
る
パ
タ
ン
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
に
止

ま
り
、
適
正
さ
を
欠
く
ル
ー
ル
に
到
達
し
安
定
す
る
（
ま
た
は
停
滞
す
る
）
可
能
性
を
否
定
す
る
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
そ
の
よ

う
な
証
左
は
ど
こ
に
も
な
い
）。
ハ
イ
エ
ク
の
ル
ー
ル
進
化
論
は
、
一
般
的
ル
ー
ル
の
意
識
的
な
改
善
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
両
者
は
カ
タ
ラ
ク
シ
ー
機
能
化
の
条
件
整
備
に
お
い
て
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
両
者
を
「
非
整
合
的
（incom

patible

）」
と

決
め
付
け
る
の
は
正
し
い
ハ
イ
エ
ク
解
釈
と
は
い
え
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
慣
習
や
伝
統
と
し
て
自
生
的
に
生
成
し
て
は
い
な
い
が
望
ま

し
い
抽
象
的
秩
序
を
導
く
一
般
的
ル
ー
ル
を
意
識
的
に
考
案
す
る
た
め
に
は
ど
う
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ

イ
エ
ク
は
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
な
く
そ
の
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
（
育
）。

注（
24
）　

リ
バ
タ
リ
ア
ン
な
い
し
リ
バ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
（libertarianism

）
と
い
う
言
葉
の
射
程
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
。
こ
こ
で
は
ロ
ス
バ
ー
ド

（M
urray N

. R
othbard

）
流
の
無
政
府
主
義
的
資
本
主
義
（A

narco-C
apitalism

）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
ロ
ス
バ
ー
ド
の
代
表
的
文
献
と
し

て
、M
urray N

. R
othbard, M

an, E
conom

y and States （1963

）
参
照
。
な
お
、
邦
語
で
読
め
る
リ
バ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
解
説
書
と
し
て
評
判
が

よ
い
も
の
と
し
て
、
森
村
進
編
著
『
リ
バ
タ
リ
ア
リ
ズ
ム
読
本
』（
二
〇
〇
五
）
が
あ
る
。

（
25
）　

経
済
学
の
知
見
か
ら
法
や
制
度
に
か
か
わ
る
規
範
評
価
や
機
能
説
明
を
行
お
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
法
と
経
済
学
」
は
そ
の
例
外
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
は
「
法
の
経
済
分
析
」
で
あ
っ
て
、「
法
学
」
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
「
法
学
」「
経
済
学
」
を
未
定
義
な
ま
ま

行
な
っ
て
い
る
以
上
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

（683）



306

（
26
）　

と
は
言
え
、
本
稿
注
16―

18
参
照
。

（
27
）　

L
L

L
 （1

）
一
四
七
頁
。

（
28
）　

C
aldw

ell, supra note 3.

（
29
）　

E
. g. A

llin C
ottrell, L

ucas and A
ustrian 

（R
eview

 E
ssay on R

udy van Z
ijp, A

ustrian and N
ew

 C
lassical B

usiness C
ycle T

heories

）, 20 

H
ist. E

con. R
ev.190 （1993

）; N
icholai Foss,  “M

ore on H
ayek ’s Transform

ation, ” 27 H
ist. Pol. E

con. 345 （1995

）; 

秋
山
美
佐
子
「
ハ
イ
エ

ク
の
「
転
換
」
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
一
考
察―

モ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
論
文
「
完
全
予
見
と
経
済
均
衡
」
と
の
関
係
か
ら―

」
三
田
学
会
雑

誌
九
五
巻
四
号
一
三
五
頁
（
二
〇
〇
三
）; E

rik A
ngner, A

n A
ttem

pt to U
nderstand the N

ature and O
rigin of H

ayek’s Trans form
a tion, D

is-

sertation subm
itted to P

ittsburg U
niversity 

（2004

）（http://etd.library.pitt.edu/E
T

D
/available/etd-11282004-151807/unrestricted/

A
ngnerD

issertation2004.pdf

）.

（
30
）　

ウ
ィ
ー
ン
大
学
時
代
（
一
九
二
〇
年
代
前
後
）
に
既
に
ハ
イ
エ
ク
が
自
生
的
秩
序
論
の
問
題
意
識
を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
な
お
、
一

九
五
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
感
覚
秩
序
』（SO

）
は
、
ハ
イ
エ
ク
の
ウ
ィ
ー
ン
大
学
時
代
の
研
究
成
果
を
四
半
世
紀
後
に
公
表
し
た
も
の
で
あ
る

（
こ
の
点
に
つ
きJohn G

ray, H
ayek on L

iberty [3 rd ed.]

（1998

）（
邦
訳
：
ジ
ョ
ン
・
グ
レ
イ
（
照
屋
佳
男
・
古
賀
勝
次
郎
訳
）『
ハ
イ
エ
ク

の
自
由
論
』（
一
九
八
五
）
一
四
及
び
一
六
頁
）
参
照
）。
ハ
イ
エ
ク
が
ミ
ー
ゼ
ス
（Ludw

ig von M
ises

）
に
誘
わ
れ
て
景
気
循
環
研
究
所
（the 

A
ustrian Institute for B

usiness C
ycle R

esearch

）
に
勤
め
る
以
前
（
一
九
二
七
年
以
前
）
の
研
究
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
現
在

も
な
お
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。
ハ
イ
エ
ク
思
想
の
源
流
を
探
る
意
味
で
も
、
法
学
、
政
治
学
の
両
博
士
号
を
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
取
得

（
一
九
二
一
年
、
一
九
二
三
年
）
す
る
ま
で
の
ハ
イ
エ
ク
の
研
究
の
軌
跡
は
是
非
と
も
解
明
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
関
連
す
る

も
の
と
し
て
、
江
頭
進
＝
塘
茂
樹
「
ハ
イ
エ
ク
に
対
す
る
シ
ュ
パ
ン
の
影
響―

学
位
論
文
と
そ
の
後
」
経
済
学
史
学
会
年
報
四
五
号
二
六
頁
以
下

（
二
〇
〇
四
）
参
照
。

（
31
）　

IE
O

一
五
七
頁
。

（
32
）　

任
意
の
辞
書
、
例
え
ばO

xford E
nglish D

ictionary

等
参
照
。

（
33
）　

IE
O

一
〇
八
頁
。

（
34
）　

IE
O

 

一
四
四
頁
。

（
35
）　

ハ
イ
エ
ク
に
拠
れ
ば
、
経
済
学
で
い
う
「
完
全
競
争
（perfect com

petition

）」（「
市
場
に
参
加
す
る
経
済
主
体
が
多
数
存
在
す
る
」「
取
引
さ

（684）
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れ
て
い
る
財
が
同
質
で
あ
る
」「
価
格
等
の
情
報
が
す
べ
て
知
れ
渡
っ
て
い
る
」「
市
場
へ
の
参
入
・
退
出
が
自
由
で
あ
る
」
と
い
っ
た
条
件
を
充
た

し
た
場
合
に
市
場
が
置
か
れ
る
状
況
を
指
す
も
の
で
あ
る
）
は
、
発
見
の
対
象
と
な
る
市
場
の
諸
条
件
を
最
初
か
ら
所
与
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
お

り
、
ハ
イ
エ
ク
の
い
う
意
味
で
の
「
競
争
」
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
状
況
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
点
「
競
争
」
の
本
質
を
見
失
わ
せ
る
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
（See IE

O

）。
競
争
概
念
の
多
義
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
文
献
参
照
。See e.g. P.J. M

cN
ulty, E

conom
ic T

heory and 

the M
eaning of C

om
petition, 82 Q

.J. E
con. 639 （1968

）;  J. V
ickers, T

he C
oncept of C

om
petition, 47 O

xford E
con. Paper 1 （1995

）.

（
36
）　

以
上
、
ハ
イ
エ
ク
競
争
概
念
に
か
か
わ
る
解
説
、
分
析
等
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
楠
・
前
掲
（
注
23
）
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
37
）　

以
下
、IE

O
一
一
七
〜
一
一
九
頁
、L

L
L

 （2

）
一
五
〇
頁
以
下
等
参
照
。

（
38
）　

See N
S, at 90–92.

（
39
）　

こ
こ
で
「
ル
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
の
射
程
は
実
は
重
要
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ハ
イ
エ
ク
は
慣
習
や
伝
統
の
よ
う
な
、
国
家
に
よ
る
介

入
が
強
制
力
の
担
保
に
な
っ
て
い
な
い
社
会
規
範
も
「
ル
ー
ル
」（
言
い
換
え
れ
ば
、「
法
の
支
配
」
に
い
う
「
法
」）
に
含
め
る
。
そ
う
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
急
進
的
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
あ
っ
て
も
、
市
場
機
能
を
有
効
た
ら
し
め
る
の
は
「
ル
ー
ル
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
そ
う
だ
。

ハ
イ
エ
ク
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
ル
ー
ル
の
執
行
主
体
で
は
な
い
。
こ
の
点
を
強
調
す
る
と
、
ハ
イ
エ
ク
は
急
進
的
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
で
あ
る
と

位
置
付
け
ら
れ
な
く
も
な
い
（
ハ
イ
エ
ク
の
ル
ー
ル
論
だ
け
か
ら
は
急
進
的
な
リ
バ
タ
リ
ア
ン
と
の
区
別
は
実
は
付
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
）。

（
40
）　

IE
O

一
五
八
頁
。

（
41
）　

B
arry, supra note 16, at 84.

（
42
）　

Friedrich A
ugust von H

ayek, E
conom

ics and K
now

ledge, 4 E
conom

ica 33 （1937

）（reprinted in IE
O

）.

（
43
）　

C
L

.

（
44
）　

L
L

L
 （1

）–（3

）.

（
45
）　

ハ
イ
エ
ク
は
複
数
形
のliberties

と
抽
象
的
な
言
葉
と
し
て
のliberty

を
区
分
す
る
（C

L
 （1

）
三
三
頁
）
が
、freedom

とliberty

の
間
の

明
示
的
な
区
別
を
し
て
い
な
い
。

（
46
）　

C
L

 （1

）
二
一
頁
。

（
47
）　

C
L

 （1

）
三
五
頁
。

（
48
）　

C
L

 （1

）
一
四
頁
。

（685）
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（
49
）　

C
L

 （1

）
五
〇
頁
。

（
50
）　

C
L

 （1

）
三
六
頁
。

（
51
）　

C
L

 （2

）
一
三
六
頁
。

（
52
）　

C
L

 （2

）
一
〇
六
頁
以
下
。

（
53
）　

See L
on L

. Fuller, T
he M

orality of L
aw

 （1964

）（
邦
訳
：L

. L
.

フ
ラ
ー
（
稲
垣
良
典
訳
）『
法
と
道
徳
』（
一
九
六
八
））.

（
54
）　

C
L

 （1
）
三
六
頁
以
下
、C

L
 （2

）
一
六
頁
以
下
、
二
四
頁
以
下
、
一
〇
七
頁
以
下
、
一
三
五
頁
以
下
等
。

（
55
）　

C
L

 （1

）
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
56
）　

L
L

L
 （2

）
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
57
）　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ハ
イ
エ
ク
は
「
法
の
支
配
」
に
い
う
法
の
射
程
を
実
定
法
に
限
定
せ
ず
、
伝
統
や
慣
習
も
含
む
も
の
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
点
で
も
、
ハ
イ
エ
ク
「
法
の
支
配
」
論
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
そ
れ
と
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
58
）　

C
L

 （2

）
二
四
〜
二
六
頁
。

（
59
）　

See e.g. C
. K

ukathas, H
ayek and M

odern L
iberalism

 114, 164 （1994

）.

（
60
）　

C
L

 （2

）
三
八
頁
。

（
61
）　

そ
れ
自
体
否
定
す
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
62
）　

IE
O

一
五
八
頁
。

（
63
）　

ハ
イ
エ
ク
は
こ
の
時
点
で
立
法
に
よ
る
解
決
へ
の
関
心
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
後
の
研
究
活
動
に
お
い
て
ハ
イ
エ
ク
は
立
法

上
の
解
決
に
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
の
自
生
的
進
化
へ
と
関
心
の
ウ
ェ
イ
ト
を
強
め
て
い
っ
た
。
設
計
主
義
批
判
の
姿
勢
が
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
64
）　

C
L

 （1

）
四
九
頁
。

（
65
）　

C
L

 （1

）
四
九
頁

（
66
）　

知
識
の
有
効
利
用
と
い
う
意
味
で
の
「
調
整
の
効
率
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
学
派
的
厚
生
分
析
の
枠
組
み
を
構
築
し
た
も
の
と

し
て
次
の
文
献
が
あ
る
。R

oy E
. C

ordato, W
elfare E

conom
ics and E

xternalities in an O
pen E

nded U
niverse: A

 M
odern A

ustrian 

Perspective （1992

）.

（
67
）　

SP
P

E
, at 38.

（686）



309

法における「経済」、経済における「法」（1）

（
68
）　

L
L

L
 （2

）
二
八
頁
。

（
69
）　

L
L

L
 （2

）
一
八
〇
頁
。

（
70
）　

L
L

L
 （2

）
一
六
〇
頁
。

（
71
）　

R
S, at 108.

（
72
）　

IE
O

一
五
五
頁
。

（
73
）　

IE
O

一
五
八
〜
一
五
九
頁
。

（
74
）　

L
L

L
 （1

）
第
五
章
、
第
六
章
。

（
75
）　

C
L

 （1

）
九
八
〜
九
九
頁
。

（
76
）　

L
L

L
 （1

）
第
二
章
、L

L
L

 （2

）
第
一
〇
章
等
参
照
。

（
77
）　

こ
の
安
定
的
で
普
遍
的
な
伝
統
や
慣
習
は
裁
判
官
に
よ
り
発
見
さ
れ
判
例
法
と
し
て
確
立
す
る
な
り
、
立
法
化
さ
れ
制
定
法
と
し
て
確
立
す
る

な
り
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
通
常
、
法
と
し
て
理
解
す
る
形
態
を
獲
得
す
る
（
ハ
イ
エ
ク
は
前
者
を
強
調
す
る
）。

（
78
）　

L
L

L
 （1

）
一
七
頁
参
照
。

（
79
）　

こ
こ
で
ハ
イ
エ
ク
の
用
い
る
「
進
化
」
の
定
義
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
80
）　

E
.g. V. Vanberg, H

ayek’s L
egacy and the Future of L

iberal T
hought: R

ational L
iberalism

 Versus E
volutionary A

gnosticism
, 14 C

ato J. 

179, 179–199 （1994

）.

（
81
）　

IE
O

第
六
章
等
参
照
。

（
82
）　

当
に
、
こ
の
こ
と
が
、
ハ
イ
エ
ク
思
想
を
受
け
継
ぐ
者
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

（687）


